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「センチネル・アジア」プロジェクト

の推進について

平成１９年５月２５日

文部科学省研究開発局

宇宙利用推進室長 千原 由幸
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アジア

37%
災害数
アジア: 3,107
世界: 8,319

Total number during 1975- 2005
quoted from ‘ADRC-Natural Disasters Data Book-2005’
originated in CRED-EMDAT, 2005

被害額
アジア: 550億ドル
世界: 1250億ドル 44%

57%
死者数
アジア: 1,251,911人
世界: 2,189,116人

89%
被災者数
アジア: 47億5000万人
世界: 53億4000万人

アジアにおける自然災害による被害
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経緯

◆２００５年１０月、第１２回アジア太平洋地域宇宙機関会議※（ＡＰＲＳＡＦ－１２）開催

（於：北九州市） ※アジア太平洋宇宙機関会議 ： １９９３年以降、文部科学省及び宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の主

催によりほぼ毎年開催。アジア太平洋地域における宇宙技術の利用、普及啓発等に係る国際協力の

強化を目指し、宇宙機関等と意見交換、情報交換等を行っている。

・ＡＰＲＳＡＦ－１２において、近年アジア地域において多発する大規模自然災害に対

し、地球観測衛星・通信衛星等の宇宙技術を利用した「アジア防災・危機管理シス

テム」の構築をＪＡＸＡより提案

・同システムの重要性が認識され、構築に向けた第一段階の取組として、「センチネ
ル・アジア」プロジェクトの実施及び実施のための共同プロ ジェクトチーム設置を盛り

込んだ勧告を採択

◆同勧告を受け、共同プロジェクトチームを２００６年３月の第１回会合開催以降、これ

までに３回開催し、アジア太平洋地域を始めとする１９カ国４４機関８国際組織からの

協力を得ている。

◆２００６年１０月よりシステムの運用を開始し、これまでにタイ、インドネシア及びフィリ

ピンなどに災害時の被災地観測画像の提供を行ってきている。

◆２００６年１２月、ＡＰＲＳＡＦ－１３（於：インドネシア）を開催し、「センチネル・アジア」プ

ロジェクトの強化及び既存のシステムの運用性向上を盛り込んだ勧告を採択
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センチネル・アジアの枠組み

Sentinel Asia

APRSAF1)

宇宙コミュニティー

地球観測衛星画像

データ提供

利用促進

能力養成

Web-GIS
統合データ管理

情報共有プラットフォーム

データ提供

Digital Asia

デジタル・アース / Web-GIS
コミュニティー

地図データ
社会・経済データ
地球観測衛星画像

ADRC6)

加盟国（25ヶ国）

防災コミュニティー

災害情報

データ提供

利用（ユーザ）

UN/ESCAP2) UN/OOSA3)

ASEAN4) AIT5)

国際コミュニティー

国際協力

共同プロジェクトチーム（JPT）
19ヶ国44機関及び8国際機関がメンバー

（2007年5月現在）

1)アジア太平洋地域宇宙機関会議

6)アジア防災センター

2)国連アジア太平洋経済社会委員会
3)国連宇宙局
4)東南アジア諸国連合事務局
5)アジア工科大学院大学
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25 Member Countries, 5 Advisor Countries, 1 Observer

Pakistan

ADRC メンバー国

Pakistan as 25th

Member country from 
July 2005
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主な活動内容

森林火災モニター（ALOS，MODIS）

火災の規模・範囲等の早期検知・把握

災害管理への衛星画像情報の活用の

ための能力開発・人材育成

被災地域の緊急観測（ALOS等）

広域かつ迅速な被災状況の把握

洪水モニター（ALOS，TRMM，AMSR-E）

浸水地域の抽出による詳細な状況把握
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☆ アジア太平洋地域の災害情報（ADRC提供）

☆ 地図

・ 百万分の一のアジア全図（デジタルアジア提供）

・ 各国・地域毎の詳細な地図

☆ 災害発生前後の衛星画像

☆ 衛星解析画像

☆ 森林火災モニターのホットスポット情報

☆ デジタルカメラ画像

☆ 社会・経済データ（人口密度、土地利用など）

システム上の共有情報
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最近の主な活動

2006年 6月：第2回センチネルアジアJPT会合（バンコク）

センチネルアジアプロジェクトのJAXAアジア分室をバンコクに開設

アジア分室にてヘルプデスク業務・ユーザ要求調査を開始

2006年10月：センチネルアジアシステムの運用（ALOS緊急観測及び画像の提供）を開始

2006年12月：第13回アジア太平洋地域宇宙機関会議（APRSAF-13、ジャカルタ）にて

第2回JPT会合の結果を報告

2006年12月：マヨン山泥流（フィリピン）のALOS緊急観測画像をセンチネルアジアシステム

に掲載、フィリピン国家災害調整評議会（NDCC）、国立地図・資源情報局

（NAMRIA）、マニラ気象観測所（Manila Observatory）等が調査に利用

2007年 2月：ジャカルタ洪水（インドネシア）のALOS緊急観測画像をセンチネルアジアシス

テムに掲載、インドネシア国立航空宇宙研究所（LAPAN）、国家災害・避難

民対策調整本部（BAKORNAS PBP）等が調査に利用

2007年 3月：スマトラ地震（インドネシア）のALOS緊急観測画像をセンチネルアジアシステ

ムに掲載、LAPANやBAKORNAS PBP等が調査に利用

2007年 3月：第3回センチネルアジアJPT会合（シンガポール）
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Sentinel Asia ウェブサイト
（http://dmss.tksc.jaxa.jp/sentinel/）
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マヨン山泥流（2006年12月、フィリピン）
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ジャカルタ洪水（2007年2月、インドネシア）
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タイ中部洪水（2006年10月）
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森林火災対

洪水

2006 2007

2月

JPT発足

10月
公開

6月 検証キャンペーン
WG発足

森林火災モニター（MODISによる）

6月
WG発足 降雨情報（ＩＦＮet）の提供

ジョイントプロジェクトチーム会合

検討・作成 維持・更新

6月 12月

第2回JPT会合 APRSAF-13

3月

第3回JPT会合

9月

第4回JPT会合

11月

APRSAF-14

森林火災

洪水

公開

既存の枠組での活動

新しい枠組の能力養成

プロジェクト スケジュール

公開

ＡＰＲＳＡＦへ報告チーム発足

センチネルアジア Web Site

ワーキンググループ（WG）

能力養成

次期ステップの検討

ＪＰＴへ報告


	資料11 「センチネル・アジア」プロジェクトの推進について
	センチネル・アジアのコンセプト
	アジアにおける自然災害による被害
	経緯
	センチネル・アジアの枠組み
	ADRC メンバー国
	主な活動内容
	システム上の共有情報
	最近の主な活動
	Sentinel Asia ウェブサイト
	マヨン山泥流（2006年12月、フィリピン）
	ジャカルタ洪水（2007年2月、インドネシア）
	タイ中部洪水（2006年10月）
	プロジェクトスケジュール


